
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本県基本目標 ： 人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり

本県教育のテーマ ： つなぐ　～いのち、学び、地域～

目指す人間像 ： 「いのち」をつなぐ人　学びを生かす人　地域をつくる人

　　　　　　　　　　　広い視野と高い志を持って（全体を貫く基本姿勢）

学校関係者評価

番
号

重点目標 評価項目 評価基準 目標の達成状況、達成にむけた取組み状況と分析 達成度 成果と課題、次年度に向けた改善策 意見・要望・評価等

① 研究授業を年２回の研究授業週間に全教科で実施する。

② 授業評価と学校生活アンケートを年２回実施し改善に生かす。

③  「教育計画書」及び新教育課程１次案を策定・編成する。

① 「あいさつ運動」を継続実施し遅刻者を減少させる。

②
身だしなみ点検・改善指導を年５回以上実施するとともに、学年・
学科・授業等での指導を継続し、改善を要する生徒を減少させ
る。

③ 全クラス、出席率99％以上を目指す。

④
部活動、ものづくりコンテスト等の大会において、県ベスト８以上を
目指す。

⑤
生徒会代議員会を年３回以上開催し、生徒の意識高揚と生徒会
の活性化を図る。

⑥
進路講話・ガイダンスを各学年・各学科等で年２回以上実施す
る。

⑦ 進路指導部、学科、学年が連携した指導体制をつくる。

⑧
就職希望者の年度内内定100％と進学希望者の第１志望合格を
目指す。

①
面談週間等を活用した生徒面談を年２回以上実施する。また、保
護者面談やアンケートを定期的に実施する。

②
グループエンカウンター等いじめ防止のための取組みを推進す
る。また、いじめ認知力の向上、いじめ発生時の対応等に関する
校内研修を実施する。

③
「Ｑ－Ｕ検査」及び「ネット被害防止スクールガード事業」等を活用
しながら、学年・科を中心に全職員で情報を共有し、加害・被害発
生を未然に防止する。

④
定期健康診断の受診勧告書を迅速に配付し、学年や保護者と連
携しながら受診率を向上させる（歯科・低視力者の受診率40％以
上）。

　新型コロナウイルス感染症の影響で定期健康診断の実施時期が大
幅に遅れ治療期間も短くなった。歯科の受診率13.8％、低視力の受
診率18.8％と受診率の向上には繋がらなかった。

⑤
地域やＰＴＡと連携し、街頭での交通指導と通学路の安全点検を
年２回以上実施する。

　春と秋の高校生マナーアップ運動では、ＰＴＡ役員の方々と連携し校
門で朝の街頭指導を実施し、あいさつ運動や交通安全指導を行っ
た。

⑥
薬物乱用防止、ＳＮＳの加害・被害防止、交通安全に関する講
話、講習等を実施する。

　７月に外部講師による薬物乱用防止講話・情報モラル講話を実施
し、全校生徒対象に「やまがた１１０ネットワーク」の登録を行った。

　山形県警によるメール配信のため、不審者情報や防災情報など、
安全安心に情報を受けることができるので有効活用していきたい。

①
全校ボランティア活動や、ＰＴＡ・地域と連携した活動を年２回以
上、生徒会や工作部等によるボランティア活動を各学期１回以上
実施する。

　新型コロナウイルス感染拡大防止策として、密にならないよう学年
ごとにボランティア活動を実施した。また活動場所も増やして生徒を
分散させた。

　今後とも粘り強く本校の魅力を地域の中学生・保護者に伝えていき
たい。

②
学校案内パンフレットの作成時期を早めるとともに、ホームページ
を毎月更新する。

　臨時休校の影響もあり、学校案内パンフレットの作成時期を早めら
れなかった。ホームページについては、生徒や保護者、関係者に向
けた案内や連絡等の際に、効果的に更新することができた。

　学校案内パンフレットについて、内容や担当を見直し、合理化を図
る。ホームページについても、内容を精選しながら更新頻度を上げ、
より効果的に情報発信する。

③
連携・交流校（産技短・芸工大）との連携・交流を年２回以上実施
する。

　各科と学校全体で実施している課題研究発表会に計４回、山形県
立産業技術短期大学校より教員をお招きし、発表内容に対して講評
をいただき今後の研究活動の充実につなげた。

　来賓の方々から発表者に対して多くの質問やアドバイスをいただく
ことができた。日程的に余裕があると更に多くのご指導をいただける
と思われる。

　地区総体が中止になり、今まで積み重ねてきた練習の成果を発揮
することができなかった。今後も新型コロナウイルス感染拡大防止策
を講じながら活動を継続してく。また、各部の年間計画表をもとに、大
会実績だけでなく評価・激励しながら活動環境を整えていきたい。

　今後も、いじめに対する組織的な対応の必要性や、いじめ問題が起
きにくい集団づくりについて研修を深め、いじめ防止に向けた組織の
強化と対策の充実を図っていきたい。
　「いじめアンケート」は家に持ち帰らせて記入させ回収している。回
収が面倒でも安心して書ける配慮を継続しつつ、アンケートにあがっ
てこないいじめも見逃さないように、アンテナを高くし磨いておくととも
に、学科・学年を越えて全職員で生徒の指導に当たっていきたい。

保健衛生
安全指導

教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

B

B

特別活動

教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

C

進路指導

教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

　コロナ禍の影響で就職試験の日程変更や学校行事の変更など、不
透明な中での進路指導となったが各学年や各科、全職員の全面的な
協力を得て進めることができた。就職は地元企業を中心に順調に内
定をいただくことができたが、県外企業については不採用となることも
あった。
　進学については公募推薦、指定校推薦を中心に順調に合格を果た
したが、国公立大学、産業技術短期大学校では不合格もあった。公
務員は国家公務員、地方公務員に合格しよく健闘した。１月末の進路
内定率は95.5%である。（２月末の進路内定率97.7%）

C

　ものづくりコンテスト旋盤作業部門において、１年生で初出場した生
徒が県大会準優勝、柔道部・ソフトテニス部がともに地区新人大会男
子団体３位となった。また、やまがた高校生ロボットコンテスト３位入
賞、全国高等学校ビジネスアイディア甲子園にてグランプリ（第１位）
を受賞した。生徒総会前に代議員会を２回開催した。議案書審議にお
いて活発な意見が多かった。今年度は紙面回答で対応した。

　コロナ禍でオンラインによる企業見学や試験となるケースがあり、生
徒のスマートフォンや学校のＰＣで対応した。次年度以降もこの流れ
は続くと思われるため、校内の環境を整えていくことが急務である。ま
た一部の業種を除き景気は後退局面にあることから、就職希望者に
対する面接指導等の強化を図らなければならない。進学希望者につ
いても、従来の進学講習をさらに充実させ、外部模試や添削指導の
導入を図りながら意欲を喚起し、実力をつけさせる方策が必要であ
る。

　新型コロナウイルス感染症を警戒し、受診することを控えた生徒が
多かったのではないかと思う。未受診者には再度受診勧告書を配布
して受診を呼びかけるようにする。また、できるだけ早く受診勧告書を
配布する。

4
地域に貢献し
信頼される学
校づくり

地域連携
情報公開

教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

C

3
安全・安心で元
気な学校づくり

いじめ
防止

教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

　いじめ防止基本方針・いじめ防止対策組織の設置に基づいて計画
的・組織的に取り組んでいる。今年度のいじめの認知件数は１件で
あった。いじめ調査アンケートがしっかり機能し、組織的な対応で事実
関係を明らかにしたうえで適切な指導がなされた。
　Ｑ－Ｕ検査を２回実施し、７月にはＱ－Ｕ検査に関する職員研修を
行った。大変好評ですぐに個別に面談を行った。

　「新しい生活様式」を踏まえた授業の進め方について職員間で話し
合いを重ね、例年と同等の教育活動を行うことができた。一方、県で
導入したG-Suiteの活用法検討、校務支援システムへの移行作業等
を迅速に行い、教育活動の合理化を図る必要がある。
　各種アンケートの実施については、校内外を問わずさまざまな調査
機会が増えてきている中で、内容を精選しながら確実な改善につな
がる働きかけをしていく。
　新教育課程については、より魅力ある学校になるよう次の段階に向
けて詳細を検討していく。

・コロナ禍においても卒業
生を含め、本校生の活躍
が光っている。このコロナ
禍により学校生活の中で、
実習などの学習活動にお
ける制約や就職・進学への
影響はあったのか。
・コロナ禍においても、地元
の企業は長工生に非常に
期待し、採用したいと思っ
ている。生徒や保護者が
就職希望先を選ぶ基準は
あるのか。
・生徒へのアンケート集計
結果では、８７％が本校に
入学してよかったと感じて
いる。また、就職内定率も
９６％と非常に高い数値で
とても素晴らしい。出席率
も高くて良い。大学では学
業成績も然ることながら、
出席率も重要視している。
大学生活を４年間しっかり
送れることが求められる。
高校生ビジネスアイデア甲
子園でのグランプリ受賞は
大変すばらしいことだが、
新聞等での掲載が少ない
ように感じる。学校での成
果をもっとアピールする方
法を検討する必要がある。
・特別活動では大会入賞も
あり、就職内定率も９６％と
高いのに、達成度がＣと
なっているのは、厳しい評
価だったのではないか。ボ
ランティアでフラワー長井
線の車両清掃活動に頑
張っているが、フラワー長
井線の運用は生徒の確保
においても重要なので、利
用しやすい環境にしていか
なければならない。

　今年度も昨年度同様、地
域有識者・企業経営者・大
学関係者・行政関係者・ＰＴ
Ａ役員から成る７名の学校
関係者評価委員会（学校
評議員会と同一メンバー）
を設置した。それぞれ異な
る立場から多様な視点で、
的確でかつ温かいご意見
やご助言をいただくことが
できた。
　今年度はコロナ禍にもか
かわらず、生徒の各種大
会やコンテストでの活躍
や、就職内定率の高さにつ
いてたいへんよく評価して
いただき、「長工生よ、地域
を潤す源流となれ！」のス
ローガンに象徴される本校
生の在り方に期待を寄せ
ていただいた。今後も、本
校の特徴であるものづく
り、資格取得、部活動等に
ついて一層の充実発展さ
せ、生徒一人ひとりが自ら
目標を設定し、その実現を
目指し主体的な取り組み
になるようにしていきたい。
　地域との関わりについ
て、学校の活動を地域に
発信することで理解と協力
を求め、また、学校を取り
巻く社会や地域の実態を
視野に入れながら、主体的
に地域と向き合い関わり
合っていくために求められ
る資質や能力を育み、地
域を愛し地域に貢献できる
人材を育成していかなけれ
ばならない。
　今回いただいたご意見や
ご助言を参考に、本校の
教育目標に掲げられてい
る「人間性」「創造性」「社
会性」が十分に身につくよ
う、今後の学校運営の改
善を図っていきたい。

2

社会で自立で
きる基礎的な力
と実践力の育
成

生徒指導
教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

　毎朝の立証指導でマナー委員会と共にあいさつ運動を実施し、あい
さつする習慣が定着しつつある。また、遅刻する生徒が大幅に減少し
ている。
　全職員の協力の下、定期的に身だしなみ指導を行い、自発的に身
だしなみを整える習慣づくりを行った。点検の回数を重ねるごとに改
善指導を受ける生徒が減少している。
　全クラス出席率も向上している。とくに１年生の出席率が高く、継続
してほしい。

B

　今後とも、卒業後社会人として通用する常識や良識ある生徒を育て
ていかなけらばならない。そのためにあいさつや身だしなみ・マナー
の指導を重視し、保護者の協力を得ながら継続的に指導してく必要
がある。また、ＳＮＳに関する校内におけるルールの確立が必要であ
る。

1
社会を生き抜く
確かな学力の
育成

学習指導
教職員による
評価の平均が
Ｃ以上になる
こと。

　新型コロナウイルス感染拡大防止策に伴う臨時休校により、授業内
容を大幅に見直しシラバスを作り直したり、補充授業を計画したりす
るなどして学びの保証に努めた。研究授業は年１回に減らさざるを得
なかったが、新学習指導要領の実施に向けて「教科横断的な学び」と
いう新しいテーマを設け、各教科・科目で積極的な取り組みが見られ
た。授業評価のアンケートは予定どおり年２回実施した。
　全職員で丁寧に議論を重ね、「教育計画書」及び新教育課程1次案
を策定・編成し、県に提出することができた。

B

自　　己　　評　　価

具体的方策

令和２年度　　山形県立長井工業高等学校　学校評価書　　　(自己評価・学校関係者評価）

教育目標
（目指す生徒像）

（１）「人間性の育成」　責任感と協調性を重んじ、礼儀正しく思いやりのある、心身共に健康な人間の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）「創造性の育成」　確かな学力を身に付け、創造性豊かで実践力のある、たくましい人間の育成

（３）「社会性の育成」　ものづくりと、地域と連携した活動を通して、社会に貢献できる人間の育成

総　括

【達成度】　　A：十分達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：まあまあ達成できた　　Ｄ：まだ達成できない　Ｅ：全然達成できない


